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生物工学分野におけるバイオインフォマティクス
技術の利活用の現状と展望

生物工学　第97巻　第5号（2019）

著者紹介 1理化学研究所生命機能科学研究センター（研究員）　  
2名古屋大学大学院生命農学研究科（講師）　  
3名古屋大学創薬科学研究科（助教）　

分析技術の普及とコンピュータによる演算能力の向上
に伴い，誰でも比較的容易に生命情報ビッグデータにア
クセスし，解析することが可能となりつつある．これに
伴い，こうした生命情報ビッグデータを論理的かつ効率
的に分析し，生命現象を理解する方法論であるバイオイ
ンフォマティクスの重要性が急速に高まってきている．
しかしながら，バイオインフォマティクスは未経験者

にとって敷居が高く，とくに生物系の研究者にとっては
大きな参入障壁が存在することが，たびたび指摘されて
いる．その理由は多岐にわたるが，主要な要因を列挙す
ると，1）バイオインフォマティクスは目的としての生
物学と手段としての情報科学の境界領域に位置する学問
であり，その両方を理解する必要がある，2）それらが
ともに進歩が早い学問領域である，3）バイオインフォ
マティクスと一口に言っても内容は多様で，それぞれ異
なる理論や実装手段が必要となる，などに集約されるだ
ろう．さらに生物工学分野にフォーカスした場合，本会
においては発酵醸造工学，動物細胞工学，生体医用工学，
環境工学など多様な分野の生物学的現象を対象としてお
り，それぞれの分野では解決すべき課題や必要な方法論
が異なる．こうした複合的な要因が，バイオインフォマ
ティクス技術の利用をより困難なものにしていると考え
られる．
また研究者を取り巻く状況として，技術革新の加速や

学術分野の細分化により，研究者個人がこれらすべてを
フォローすることが困難な状況になりつつある．自らが
フォローしきれないこの部分については研究室外との分
業体制を築くか，近隣に適任者が不在な場合は独学で課
題解決をする必要がある．企業所属の研究者も同様の状
況に置かれる場合が多い．こうした場合に研究者は，毎
日のように更新され，しかもさまざまなデータベース中

に散在している生命情報ビッグデータと格闘する日々を
余儀なくされ，多大なる苦悩の中で研究活動を行ってい
るのである．このような状況を受け，バイオインフォマ
ティクス相談部会は上記のような「苦悩している」人た
ちの助力や当該分野の活性化，ならびに若手人材育成を
目的として，2017年度より活動を開始した．詳細は部
会Webページ 1)をご参照願いたいが，部会メンバーとし
て生物工学会の各分野に対応した生物系のバックグラウ
ンドを有する研究者を多く擁する点が特徴的であり，講
演会や勉強会の開催や相談窓口の運用などを通じ，生物
工学研究者の課題解決の支援や，Wet系研究者とDry系
研究者の交流の場の形成に取り組んでいる．
本特集では生物系をバックグラウンドとしながらバイ
オインフォマティクス技術を利活用している研究者によ
る研究例をまとめた．まず，加藤らに創薬現場でのバイ
オインフォマティクスの具体的な活用法について紹介し
ていただく．次に，研究現場での実際の活用例として，
Damnjanovi らにはタンパク質とそのリガンドのドッ
キングモデル，戸谷らには代謝経路の合理的な設計やそ
の評価，兒島らにはトランスクリプトーム解析に関する
話題をそれぞれ提供していただく．また，堀之内からは
大規模データのハイスループットな取得，解析を可能に
する実験自動化技術について紹介する．
以上のアプローチをケーススタディとして，生物工学
分野におけるバイオインフォマティクス技術の利活用の
され方や，WetとDryのかかわり方の現状と将来展望を
読み取っていただければ幸いである．
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